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2019年 11月 19日 

BSI グループジャパン株式会社 

BSI グループジャパンが国内初の AS/EN※1 9110（整備分野向け航空宇宙
品質マネジメントシステム規格※2）を認証 

 
BSI グループジャパン株式会社（本社：神奈川県みなとみらい、 代表取締役社長：根本 英雄/

以下 BSI グループジャパン）は、日本国内で初めて AS/EN※1 9110（整備分野向け航空宇宙品質
マネジメントシステム規格※2）を認証しました。（認証登録日：2019年 11月 8日） 

 
近年の海外の航空宇宙業界においては品質マネジメント規格を会社が所有しているのは取引上の必

須条件となる場面が多々増える中、日本国内においては長きにわたり各社が独自のメソッドで品質管理
をしているケースが続いていました。高い信頼性と品質を担保していることを客観的に証明できる品質マネ
ジメント規格の取得は、日本全体で今後も増加することが見込まれています。 
 
BSIは航空宇宙品質マネジメントシステム認証のリーディングカンパニーの 1 つとして航空業界から信頼で
きるパートナーとして選ばれています。現在、BSI グループジャパンは航空宇宙品質マネジメントシステムの
なかでも特に修理・点検・整備会社向けの規格 AS/EN※1 9110 と、商社・倉庫・運輸会社向けの規
格 AS/EN※1 9120 に力を入れており、海外のみならず国内の航空業界においても信頼できるパートナ
ーとして選ばれることを目指していきます。 

 

 
※1 AS/EN...9100 シリーズ規格の発行が米国の場合 AS、欧州の場合 EN、日本の場合 JIS Q となる。AS/ENは技術的

に同等であることが認められている。なお、9110/9120規格は JIS Qではなく SJAC となる。 

※2 航空宇宙品質マネジメントシステム規格...9100シリーズには、それぞれの分野向けに 9100（製造）、9110（整
備）、9120（販売・物流）の 3規格があり、組織は認証範囲に適切な規格の認証を取得することになる。 

※3 MRO...整備・補修・オーバーホール（Maintenance Repair Overhaul）のこと。                   
航空機やその装備品に 必要なMRO事業は、航空機の安全性維持と密接に関係しているため、その国際的な
基本的枠組みは ICAO（国際民間 航空機関）により定められている。 
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【AS/EN 9110（航空宇宙品質マネジメントシステム規格※2）の特長】 
 
１． AS/EN※1 9110は製造者向けの AS/EN※1 9100 をもとに、MRO※3

業務に必要な要求事項に特化している 
 
航空関連の MRO※3業務は多くの人命に多大な影響を与える業務であるため、非常に厳格な運用が求
められます。そのため、AS/EN※1 9110 を使用することにより、MRO業務に求められる品質マネジメントシス
テムを構築し、認証によって品質・パフォーマンスの向上が出来ます。また、取引の際は品質マネジメントシ
ステムの確認をする際、認証によって組織の品質マネジメントシステムの有効性を示すことが可能となりま
す。 
 

２． AS/EN※1 9110はグローバルでMRO※3業務をする場合には取得して
いることが望ましい 
 

MRO※3業務における、公的な制度として認定事業場制度があり、この制度は航空機の耐空性の維持・
管理業務に直接係る事業者が対象となりますが、品質マネジメントシステムを評価し、また、それ以外の
事業者の品質マネジメントシステムの構築及び評価する方法として IAQG※4 が AS/EN※1 9110認証を
取得することを推奨しています。そのため、グローバルで MRO※3業務をする場合には AS/EN※1 9110認
証の取得が求められます。 
 
 
＜参考＞ 

AS/EN※1 9110の特徴的事項の例 
・安全方針・安全目標 
ICAO（国際民間航空機関）からの通達を受けて各国の航空当局が展開中の整備分野における安全
マネジメントシステムに整合していく観点から導入されている。 
 
・不正品 
承認された又は受入れ可能な設計データ及び適用される法令・規制及び顧客要求事項に従って製造又
は整備されなかった部品。一般的に模倣品は不正品に含まれる。 
航空の安全上極めて危険であり、基準を満たしていない装備品が航空製品に使用されるのを防ぐための
確実な管理法を航空機整備組織が持っている事が極めて重要であるため、AS/EN※1 9100 で要求さ
れている“模倣品”より厳しい国土交通省のサーキュラー6-014で要求されている“不正品”を管理するプ
ロセスが要求されている。 
 
・人的要因 
仕事を行う人は、環境要素（身体状態、生理的特徴、性格、ストレス、疲労、精神状態、コミュニケー
ション及び態度等）から様々な影響を受ける。このために、整備プロセスの安全性の確保には、“人的要
因”に関する理解を深め、人と環境要素（他の要員、手順、データ、装置、施設、及び他の外因等）と
の間の安全に関わるインタフェースを確実にすることが求められる。 
BSI（英国規格協会）について 
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BSI（British Standards Institution：英国規格協会）は、1901年の設立以来、世界初の国家
規格協会として、また、ISOの設立メンバーとして活動する規格策定のプロフェッショナルです。現在、193
カ国で 84,000組織以上のお客様の活動に貢献しています。BSIが開発した多くの BS規格（英国国
家規格）は、ISO 9001（品質マネジメントシステム）、ISO 14001（環境マネジメントシステム）、
ISO/IEC 27001（情報セキュリティマネジメントシステム）など ISO規格の原案として採用されており、
その実績は世界随一を誇ります。 
 
BSIグループジャパン株式会社について 
BSI グループジャパンは、1999年に設立された BSIの日本法人です。マネジメントシステム・医療機器の
認証サービスと研修コースの提供をメインとし、規格開発のサポートを含め規格に関する幅広いサービスを
提供しています。マネジメントシステムの認証サービスに関しては、国内に約 60社ある認証機関の中で、
最も多くの規格の認証サービスを提供している認証機関の一つであり、数多くの規格の認証件数において
国内 No.1 の実績を誇る、業界をリードする認証機関です。 
 
参照 URL: http://www.bsigroup.com/ja-JP/ 
 
 
■お問い合わせ先 
BSI グループジャパン株式会社（英国規格協会） 営業本部マーケティング部 
神奈川県横浜市西区みなとみらい 3-7-1 OCEAN GATE MINATO MIRAI 3階 
電話番号：045-414-3021 
Email:Japan.Marketing@bsigroup.com  

http://www.bsigroup.com/ja-JP/
mailto:Japan.Marketing@bsigroup.com

